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声を掛けます。「遊ぶ」ことは「思うままに快楽

を満たすこと」であり「遊興にふける、遊び呆け

る、放蕩する、快楽に溺れる、快楽を満たす」

（Weblio 類語辞書）ことであって、決して褒め

られることでは無いと私たちの言語脳は思って

しまいがちです。遊びは不真面目で、その対義語

は本気・真剣：快楽のために行うのが「遊ぶ」で、

生活のために行うのが「働く」だという印象持っ

てしまうのです。けれども、実は楽しく遊んでい

る時に人は一番大きな学びをしているものです。 

「多文化交流」の諸活動で私は「楽しむ」こと、

「遊ぶ」ことを大事にします。楽しく遊ぶからこ

そ、人はさらなる「多文化交流」へとつながって

いけるのです。楽しく遊ぶ中で、人は他者とのつ

ながりを大事に、他者への思いやりを育て、視野

を広げ、広い世界の中で違いを大事にしながら生

きる人へと成長していけるのです。 

 私は真剣に楽しく遊ぶ機会を人に、特に若い人

に沢山経験して貰いたいと思っています。 

鷺の宮卓話 

    楽しく遊ぶ 

研究所長 太田敬雄  

 

 

 私たちが何かを考える時、実は使用する言葉や言

語によって「支配」されています。しかも、その言語

は厳密に定義されたものではなく、非常に感覚的に

捉えられており、明確な定義がなされていない分、絶

対的な重みをもったりします。 

例えば「〇〇さんは美人だ」と誰かが言ったとしま

す。「美人」の基準は人によって変わりますし、それ

は万人に共通するものでは有りません。それにも拘

わらず「美人」という一言で聞いた人の判断が左右さ

れ、先入観を持つことが有ります。 

 例えば「遊ぶ」と言う言葉で人の或る行動が説明さ

れると、それは「働く」や「学ぶ」の反対の行動と理

解されます。「遊ぶ」の対義語（反対語）が「働く」

や「学ぶ」だからです。ですから私たちは「遊んでい

ないで勉強しなさい」と、子どもに向かって 

定例総会・理事会のご案内 

 今年度の国際比較文化研究所定期総会を下記のように開催します。会員の皆様は万象お繰り合わせの

上ご出席下さいますようお願いします。 

記 

１、日時：2019 年 5 月 25 日（土）14:00～15:00 

２、会場：まなぱる XD（国道 18 号バイパス、ヤマダ電機前） 

３、議題：2018 年度事業報告、会計報告、2019 年度事業計画、予算計画、定款改訂、役員人事。 

４、 

 なお、同日午前 10 時より 12 時までの予定で定例理事会を開催します。理事の皆様のご出席をお願い

します。 

 

 



  



  



 

 

 

 

 

 

 

 

「ワンコイン寄付」 

☆クレジットカードにて毎月 500 円の寄付(自動引き落とし)も選択可能になりました。何人 

もの方がご利用下さっています。  

「一度にまとまった額の振込みは大変だけど、月 500 円なら…」そんな気持ちでご検討い 

ただけたら嬉しいです！(自動引き落としは、いつでも停止可能です。) 

☆会費や一般のご寄付もカード振込が可能です。ゼヒご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費・寄付（2019.4.1～4.30）＜敬称略・順不同＞ 

会費並びにご寄付を有難うございます。国際比較文化研究所は皆様の会費とご寄付に支えら 

れて 20 年目を迎えています。今後とも「平和な地球社会の実現」に向けての諸活動に邁進 

して参ります。（カード振込の方の報告は一か月遅れとなります。） 

 

＜会費＞木暮道子、大江士、田中京三、菅ケ谷純一、菅ケ谷由美子、關橋賢、關橋理沙、 

菅ケ谷純弘、高橋美一、吉田省史郎、櫻井なおみ、近藤佳代、福田英作、杉浦隆一、岩井均、 

本島靖子、吉村耕治、久米博之・史可、齋藤正典、村井田和夫、山縣英明、山崎恵美子、 

熊倉浩靖、細川忍、丸山武子。 

＜寄付＞木暮道子（一般）、木暮道子（まなぱる）、遠藤稔、菅ケ谷純一、菅ケ谷由美子、 

關橋賢・理紗、菅ケ谷純弘（多文化交流）、吉田省史郎、鷹澤昭一、近藤佳代（多文化交流）、 

福田英作、野村誠（多文化交流・創立 20 周年）、村井田和夫、佐野啓予、松本光。 

 

 

 

 

 

 

☆8月 1日～8日実施の「家族多文化交流 in Malang 2019」☆ 

参加者募集中です。応募条件は原則として小・中学生とその親御様。間もなく定員に達すると思わ

れます。参加お申込み、お問い合わせ tabunkakouryu.malangshibu@gmail.com まで。 

☆8月 21日～27日実施の「多文化交流 in韓国プサン」☆ 

募集を開始しました！お問い合わせ、参加お申し込みは tabunka.korea@gmail.com までご連

絡下さい。今年も大勢の若者が参加してくれそうです。 

会費のお支払い・ご寄付は「クレジットカード」または「郵便振替」にて受け付けております。 

左記 QR コード、もしくは下記 URL からアクセスして頂き手続

き・ご登録ください。 

アクセス先のページから「会費の支払い」と「ご寄付」に分か

れておりますので、それぞれのページへ進んで頂き、手続きを

お願い致します。 

（h t t p : / / w w w 8 . w i n d . n e . j p / m t h c / i i m s - c a r d a n n a i） 

下記口座まで直接お振込み下さい。 

●加入者名：国際比較文化研究所 

●口座番号：（普通）00510-0-61974 

※ゆうちょ銀行から振込可能な口座です。 

※通信欄に「会費」または「寄付」とご記入 

ください。 

【クレジットカード決済の手続きはコチラ】 【郵便振替はコチラ】 

 

編集後記： 

2019 年度最初の Newsletter をお届けします。 

創立 20 周年目を迎えて、変えてはならないのは何か、

変わるべきことは何かを真剣に考えなくてはならない

時が来ています。「大切なことは多くは無い」と言いま

すが、その大切なことを見誤らないように心掛けなくて

はなりません。（T） 

mailto:参加申込は%20%20tabunkakouryu.malangshibu@gmail.com
mailto:参加お申し込みはtabunka.korea@gmail.com

